Embryonic development of a snakefly, Inocellia japonica Okamoto (Insecta: Neuroptera, Raphidiodea) by 塘 研
Embryonic development of a snakefly, Inocellia
japonica Okamoto (Insecta: Neuroptera,
Raphidiodea)
著者 塘 研
内容記述 Thesis (Ph. D. in Science)--University of
Tsukuba, (A), no. 4681, 2008.3.25










学 位 の 種 類 博　　士（理　　学）
学 位 記 番 号 博　甲　第　4681　号
学位授与年月日 平成 20 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4条第 1項該当
審 査 研 究 科 生命環境科学研究科
学位論文題目 Embryonic Development of a Snakefly, Inocellia japonica Okamoto (Insecta: 
Neuroptera, Raphidiodea)
【ラクダムシ Inocellia japonica Okamotoの発生学的研究（昆虫綱・脈翅目・ラ
クダムシ亜目）】
主　査 筑波大学教授 理学博士 沼　田　　　治
副　査 筑波大学教授 理学博士 井　上　　　勲
副　査 筑波大学教授 理学博士 山　岸　　　宏
副　査 筑波大学准教授 理学博士 町　田　龍一郎
【218】
























































審 査 の 結 果 の 要 旨
　塘氏は，本論文において，脈翅目ラクダムシ亜目の発生過程を初めて詳細かつ包括的に記載，検討し，完
全変態類の初原状態，基本型を議論した。氏は，ラクダムシ亜目の完全変態類の初原状態，基本形の議論に
おけるポテンシャルを認識し，困難さゆえに行われてこなかった同亜目の発生学的研究をものにし，「ラク
ダムシ亜目が完全変態類の初原状態を示す」可能性が高いとの作業仮説の下，議論を展開した。このような
スタンスは充分に評価されるべきものであり，また，その発生学的記載とともに系統学的議論もたいへん質
489
が高く，動物界最大群である完全変態類の理解に大いに貢献するものであり，本論文は当該分野の今後の発
展に大いに資する労作である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
